
量子コンピュータ Weekly Intelligence Report | 2026-05-30 | Page 1

量子コンピュータ
Weekly Intelligence Report
2026-05-30 | 18件 | 6カ国
troy-technical.jp

今週のキーワード

量子投資競争
米国の巨額投資と日本の戦略的対応

18
件

記事数

6
カ国

対象国

20
億ドル

米CHIPS法

3
兆円

富士通投資

今週の全18記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 Quantinuum資金獲得 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○

QuantinuumがCHIPS法に基づき米国商務省から資金
提供の趣意書を締結、フォールトトレラント量子コン
ピュータ開発を加速。

#02 米CHIPS法20億ドル 政府戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○

米国商務省がCHIPS法に基づき9社の量子企業に総額2
0億ドルの資金提供意向を発表、国内量子エコシステ
ムを強化。

#03 PsiQuantum資金獲得 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

PsiQuantumがCHIPS法に基づき1億ドルの資金提供
趣意書を締結、フォトニック量子向け重要コンポーネ
ントの国内製造を加速。

#04 Xanadu QROM進展
技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

XanaduがQROM実装でブレークスルーを発表、一部
量子アプリのコスト半減とハードウェアボトルネック
克服に貢献。

#05
量子優位性ユースケー
ス

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

金融モデリングや創薬など高価値ユースケースで量子
優位性が着実に進展し、商用化の初期段階に入ったと
報告。

#06 D-Wave資金獲得 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
D-Waveが量子優位性結果を擁護しつつ、CHIPS法に
基づく1億ドルと連邦防衛資金を獲得。

#07
IBM量子専用ファウン
ドリ

インフラ
構築

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

IBMと米国商務省がCHIPS法支援で米国初の量子専用
ファウンドリ計画を発表、超電導ウェーハ製造に特化
。

#08
Quantinuum
Nasdaq上場

企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
QuantinuumがNasdaq上場に向けて127億ドル評価
額を目標、最大10.5億ドルの資金調達を目指す。

#09 耐量子暗号Pavona
技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

マックス・プランク研究所が耐量子暗号向けオープン
ソースシリコンディストリビューション「Pavona」
に参加、性能を6～9倍向上。

#10 IBM 100億ドル投資 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

IBMが今後5年間で量子コンピューティングに100億ド
ルを投資する計画を発表、フォールトトレラント量子
コンピュータ実現を目指す。

#11
Apple
PQCオープンソース

セキュリ
ティ

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Appleが耐量子暗号化ライブラリ`corecrypto`をオー
プンソース化、独立した評価と普及を促進。

#12
Quantum X
Labs中性原子

新製品
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

Quantum X Labsが50量子ビット超の中性原子量子コ
ンピュータを発表、2027年上半期末までに数千量子
ビットを目指す。

#13 Quantinuumとbp協力 産業応用
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

Quantinuumとbpが量子コンピューティングで基礎的
な波動物理学の課題解決に向け協力、地震イメージン
グを近代化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14
ETHチューリッヒ量子
ゲート

学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●○○
○

ETHチューリッヒが17,000量子ビットペアにわたる
超安定な幾何学的量子スワップゲートを構築、ノイズ
耐性に優れる。

#15 中性原子企業ガイド 業界レポ
ート

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

主要な中性原子量子コンピューティング企業を紹介、
Atom Computingが1,180物理量子ビットを搭載し、
論理量子ビット目標を設定。

#16 富士通・理科大拠点 産学連携
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
富士通と東京理科大学が量子・HPC融合研究拠点を設
立、人材育成とハードウェア技術、融合研究を開拓。

#17 QUDORA日本法人 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

ドイツのQUDORAが日本法人を設立し、独自のマイク
ロ波NFQC技術でアジア太平洋地域の量子コンピュー
ティング市場を拡大。

#18 富士通3兆円投資 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
富士通が今後10年間でAIと量子技術に3兆円を投資す
る計画を発表、ソブリンAI構築と成長事業を推進。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 米国の量子技術投資は、貴社のサプライチェーンにどのような影響を与えますか？
米国商務省がCHIPS法に基づき9社に総額20億ドル、IBMが量子専用ファウンドリに10億ドル、さらに今後5年間で100億
ドルを投資します。これは量子チップの国内製造能力強化とエコシステム形成を加速させます。日本企業は、この動きを
単なる海外動向と捉えるのではなく、将来的な調達戦略や技術連携の機会、あるいは競争激化の脅威として具体的に評価
する必要があります。

❷ 耐量子暗号の実用化は、貴社の製品セキュリティ設計をいつまでに変革させますか？
マックス・プランク研究所がPQCアクセラレータで性能を6～9倍向上させ、AppleがPQCライブラリをオープンソース化
しました。これはPQCが基礎研究から実用化段階へ急速に移行していることを示します。貴社の製品やサービスで利用し
ている暗号技術が将来の量子コンピュータによって解読されるリスクを考慮し、PQCへの移行計画を具体的に策定する時
期に来ています。

❸ 日本の量子技術への大規模投資は、貴社の事業機会をどう広げますか？
富士通が東京理科大学との共同研究拠点を設立し、さらにAIと量子技術に今後10年間で3兆円を投資すると発表しました
。これは国内での量子ハードウェア開発、人材育成、HPCとの融合研究を加速させます。貴社は、この国内投資の波に乗
り、新たな共同研究や技術連携を通じて、自社の製品・サービスに量子技術を組み込む機会を積極的に模索すべきです。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

米量子投資量子企業成長PQC実用化

中性原子QC 量子応用収益 日本量子戦略
海外企業参入

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 米量子投資 注意 量子技術の加速 米国優位性確立

● 量子企業成長 注意 新技術の早期実用化 競争激化

● PQC実用化 機会大 セキュリティ強化 既存暗号の陳腐化

● 中性原子QC 機会大 大規模量子実現 技術の不確実性

● 量子応用収益 機会大 新規ビジネス創出 既存ソリューション競合
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● 日本量子戦略 注意 国内技術力向上 投資効果の不確実性

● 海外企業参入 注意 技術導入、協業 国内競争激化
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深掘り ① ― 米国初の量子専用ファウンドリ始動
#07 | 2026/05/21 | IBM | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●○○

IBMと米国商務省は、CHIPS法に基づく最大10億ドルの支援を受け、米国初の量子専用ファウンドリ「アンダーソン」
の設立計画を発表しました。このファウンドリは量子グレードの超電導ウェーハ製造に特化し、IBMだけでなく複数の
量子技術ベンダーにサービスを提供することで、米国の量子コンピューティングエコシステム全体の強化を目指します
。

これまで各社の独自プロセスに依存していた量子チップ製造に、標準化された高品質な製造基盤が提供されることで、
大規模生産と安定供給が可能になります。これは、量子コンピューティングが研究段階から産業応用段階へと移行する
上で不可欠なインフラ整備であり、特に超電導量子ビットの性能最大化に貢献すると期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

IBMの量子ファウンドリ計画は、量子コンピューティングの実用化に向けた最も具体的な動きの一つで
す。10億ドルという投資規模と、複数のベンダーへのサービス提供というオープンな姿勢は、量子チッ
プ製造のボトルネック解消とエコシステム全体の加速に大きく寄与するでしょう。提示された「量子グ
レード」という品質基準の具体的な数値はまだ不明ですが、超電導量子ビットの歩留まりと均一性をど
こまで高められるかが鍵となります。 【機会】日本の材料・部品メーカーにとっては、このファウンド
リが要求する特殊な材料や製造装置への新たなサプライヤーとしての参入機会が生まれる可能性があり
ます。また、日本の量子コンピューティング企業にとっては、高品質な量子チップの安定調達先となる
可能性も秘めています。 【脅威】一方で、米国が量子チップ製造の主導権を握ることで、日本の量子ハ
ードウェア開発が相対的に遅れるリスクがあります。特に、超電導量子ビット以外の方式（中性原子、
フォトニックなど）への投資バランスも考慮し、国内での多様な技術開発を継続する必要があります。 
【次のアクション】日本の半導体製造装置メーカー、特殊材料メーカーは、IBMのファウンドリが求め
る技術仕様をR&D;部門を通じて即時調査し、将来的な協業可能性を探るべきです。また、国内の量子R
&D;部門は、このファウンドリの動向を注視し、自社のハードウェア開発戦略への影響を評価する必要
があります。

深掘り ② ― 耐量子暗号アクセラレータ、性能6-9倍向上
#09 | 2026/05/28 | マックス・プランク・セキュリティ・プライバシー研究所 | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

マックス・プランク・セキュリティ・プライバシー研究所（MPI-SP）は、GlobalPlatformが立ち上げたオープンソー
スシリコンディストリビューション「Pavona」に参加し、耐量子暗号（PQC）アクセラレータにおいて画期的な進展
を発表しました。標準化されたML-KEMおよびML-DSAアルゴリズムの組み込みシリコン上での性能を、従来のソフト
ウェア実装と比較して6～9倍向上させ、動作周波数も最大75%向上させました。

この成果は、リソース制約のあるIoTデバイスや組み込みシステムでも高速かつ安全なPQC処理を実現できることを意
味します。オープンソースであるPavonaを通じて、PQC技術の普及と標準化が促進され、将来の量子コンピュータに
よるサイバーセキュリティの脅威に対するグローバルなレジリエンス強化に貢献します。
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▶ シニアテクニカルアナリストの視点

PQCアクセラレータの性能が6～9倍向上したという報告は、PQCの実用化を大きく加速させるものです
。特に、組み込みシステムでの高速化は、IoTデバイスやエッジAIデバイスなど、広範な分野でのPQC
導入を現実的なものにします。学術機関からの発表であり、具体的な定量データが示されているため、
データ信頼性は非常に高いと評価できます。ただし、この性能向上がどのようなハードウェアプラット
フォーム（FPGA, ASICなど）で達成されたのか、また消費電力やコストへの影響がどの程度かについ
ては、さらなる詳細が必要です。 【機会】日本の半導体設計企業や組み込みシステム開発企業にとって
は、このオープンソースのPQCアクセラレータを自社製品に組み込むことで、市場投入までの時間を短
縮し、競争優位性を確立する大きな機会となります。また、PQC関連のIPコア開発やコンサルティング
サービスを提供する新たなビジネスチャンスも生まれるでしょう。 【脅威】PQCへの移行が加速する中
で、既存の暗号技術に依存した製品やサービスは陳腐化のリスクに直面します。特に、長期にわたって
利用されるインフラやデバイスは、PQCへの対応が遅れるとセキュリティ上の脆弱性を抱えることにな
ります。 【次のアクション】日本の組み込みシステム開発部門やセキュリティ製品開発部門は、Pavon
aプロジェクトの動向を即時調査し、自社製品へのPQC導入計画を具体化すべきです。R&D;部門は、こ
のアクセラレータの技術詳細を分析し、自社技術との統合可能性を検討する必要があります。
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深掘り ③ ― ETHチューリッヒ、超安定量子ゲートでブレークスルー
#14 | 2026/05/26 | Brighter Side of News (citing ETH Zurich research) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○
市場インパクト●●●○○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●○○○

ETHチューリッヒの研究者たちは、中性原子を使用した新しい幾何学的量子スワップゲートを開発し、17,000組の量子
ビットペア間で99.91%という驚くべき精度と安定性を達成しました。このゲートはノイズに自然に耐性があるため、
エラー訂正の負担を軽減し、大規模なフォールトトレラント量子コンピュータへのより堅牢な道筋を提供します。

量子ビットのデコヒーレンスやノイズによるエラーは、大規模量子システムにおける最大の課題ですが、この幾何学的
ゲートはノイズの影響を受けにくい設計が特徴です。これにより、エラー訂正に必要な物理量子ビット数を削減し、実
用的な論理量子ビットの構築を効率化する可能性を秘めています。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

ETHチューリッヒの超安定量子ゲートは、量子コンピューティングの基礎研究における真のブレークス
ルーです。99.91%という高い精度は、フォールトトレラント量子コンピュータ実現の閾値に近づくも
のであり、特にノイズ耐性を持つ「幾何学的」アプローチは、エラー訂正のオーバーヘッドを劇的に削
減する可能性を秘めています。ただし、これは基礎研究段階であり、実際の量子コンピュータシステム
に組み込むには、さらなるエンジニアリング課題が山積しています。例えば、17,000組の量子ビットペ
アでの動作はシミュレーションか、あるいは非常に限定的な実験環境下での結果である可能性があり、
実機での再現性やスケーラビリティが今後の焦点となります。 【機会】日本の基礎研究機関や量子ハー
ドウェア開発企業は、この幾何学的量子ゲートの原理を深く理解し、自社の量子ビット技術（特に中性
原子型）への応用可能性を検討すべきです。ノイズ耐性技術は、あらゆる量子ビット方式にとって共通
の課題であり、このアプローチは汎用的な価値を持つ可能性があります。 【脅威】このような基礎研究
の進展は、量子コンピューティングのロードマップを大きく前倒しする可能性があり、日本の量子技術
開発が世界の最先端から遅れをとらないよう、継続的な投資と国際連携が不可欠です。 【次のアクショ
ン】日本のR&D;部門は、この論文の詳細を精査し、中性原子型量子コンピュータの研究者と連携して、
幾何学的ゲートの原理と応用可能性について議論するワークショップを短期的に開催すべきです。中長
期的な視点では、ノイズ耐性技術の研究開発に重点を置いた新たな研究テーマを設定することを検討し
てください。

その他の注目記事
富士通、AIと量子技術に今後10年間で3兆円を投資 (Let's Data Science)
技●●●○○ 実●●○○○ 市●●●●● 日●●●●●

富士通の3兆円投資は、日本のAI・量子技術の競争力強化に向けた明確なコミットメント。国内サプライチェーンへの
波及効果に注目。

米国商務省、CHIPS法に基づき9社の量子企業に総額20億ドルの資金提供意向を発表 (米国商務省)
技●●●○○ 実●●●●○ 市●●●●● 日●●○○○

米国の量子エコシステム構築への大規模な政府投資。日本の量子関連企業は、この動向が国際競争に与える影響を分析
すべき。

量子優位性、高価値ユースケースで着実に進展 (StoneX)
技●●○○○ 実●●●●● 市●●●●○ 日●●●○○

金融、創薬など特定分野で量子優位性が収益化段階に入ったとの報告。具体的なユースケースを深掘りし、自社事業へ
の適用可能性を検討する時期。

ドイツのQUDORAが日本法人を設立し、アジア太平洋地域の量子コンピューティング市場を拡大 (QUDORA)
技●●●○○ 実●●●●○ 市●●●○○ 日●●●●●
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海外量子企業の日本市場参入は、国内競争を激化させる一方で、技術導入や協業の機会も創出。QUDORAのNFQC技術
に注目。

Apple、耐量子暗号化ライブラリ`corecrypto`をオープンソース化 (Help Net Security)
技●●●○○ 実●●●●○ 市●●●●○ 日●●●○○

AppleのPQCオープンソース化は、耐量子暗号の普及と標準化を加速。自社のセキュリティ製品・サービスへのPQC導
入を急ぐべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】米国CHIPS法による量子技術投資（#02, #07,
#10）の詳細を調査し、特に量子ファウンドリの技術仕様とサプライチェーン要件を把握する。

• 【セキュリティ部門】Appleの耐量子暗号ライブラリ`corecrypto`のオープンソース化（#11）の内容を確認
し、自社製品・サービスのPQC移行計画に与える影響を評価する。

• 【経営企画】富士通のAI・量子技術への3兆円投資（#18）の具体的な投資分野とロードマップを分析し、自社
の長期戦略との整合性を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】マックス・プランク研究所のPQCアクセラレータ（#09）の技術詳細を深掘りし、自社の組み込みシ
ステムや半導体設計への応用可能性を検討するワーキンググループを立ち上げる。

• 【半導体PKG/材料メーカー】IBM量子ファウンドリ（#07）が求める量子グレードウェーハの材料特性や製造
プロセスについて、技術的な課題と機会を特定し、社内での対応可能性を評価する。

• 【EV設計/AI部門】量子優位性が報告されている高価値ユースケース（#05,
#13）について、自社の課題解決に量子コンピューティングを適用するPoC（概念実証）の可能性を検討する。

• 【調達】ドイツQUDORAの日本法人設立（#17）を受け、同社の冷原子量子技術が提供するソリューションに
ついて情報収集し、将来的な協業や技術導入の可能性を探る。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/人材開発】ETHチューリッヒの超安定量子ゲート（#14）のような基礎研究のブレークスルーを継続的
に追跡し、中性原子型量子コンピュータ技術のロードマップに組み込む可能性を検討する。量子人材育成プログ
ラムの見直しも行う。

• 【経営企画/R&D;】米国政府および主要企業による量子技術への大規模投資（#02, #07, #10）が、グローバ
ルな量子エコシステム形成に与える影響を定期的に評価し、日本の量子技術戦略における競争優位性を確保する
ための方策を立案する。

• 【セキュリティ部門】耐量子暗号（PQC）への移行を全社的なセキュリティロードマップに組み込み、具体的な
製品・サービスごとのPQC対応計画とタイムラインを策定する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-30
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Quantinuumが米国商務省とCHIPS法に基づく資金提供に
関する趣意書を締結

概要

Quantinuumは、米国商務省とCHIPS法に基づく研究開発資金に関する趣意書を締結し
ました。この資金は、フォールトトレラントなトラップドイオンスケール量子コンピ
ュータの開発における技術的課題解決と、米国の半導体サプライチェーン強化を目的

としています。同社は半導体製造およびフォトニクス技術のサプライヤーと提携し、
この技術開発を加速させる計画です。

公開日 2026年05月21日  Quantinuum (via Business Wire)  アメリカ



詳細

背景

量子コンピューティング分野における技術的リーダーであるQuantinuumは、米国商務
省との間で、CHIPSおよび科学法に基づく重要な研究開発資金提供に関する趣意書を締
結しました。この資金は、米国の量子コンピューティング能力を強化し、次世代技術開
発の加速を目指す国家戦略の一環として位置づけられています。

主要内容

この趣意書は、Quantinuumがフォールトトレラントなトラップドイオンスケール量子
コンピュータの開発における技術的ボトルネックに対処するための連邦資金を受領する
可能性を示唆しています。具体的には、量子コンピューティングの信頼性と拡張性を向
上させるための技術的課題、特に量子ビットの安定性とエラー訂正メカニズムの改善に
焦点が当てられます。同社は、半導体製造およびフォトニクス技術の主要サプライヤー
との連携を強化し、これらの高度なコンポーネントの国内生産能力を向上させること
で、米国の半導体サプライチェーン全体のレジリエンス（強靭性）を高めることを計画
しています。

影響と展望

今回の資金提供は、実用的な大規模量子コンピュータの実現に向けたQuantinuumのロ
ードマップを加速させるものと期待されています。フォールトトレラント量子コンピュ
ータの開発は、誤り率を大幅に低減し、より複雑な計算タスクを実行可能にする上で不
可欠です。また、国内サプライチェーンの強化は、地政学的リスクを軽減し、米国の技
術的自立性を高めるという国家的な目標にも貢献します。この取り組みは、量子コンピ
ューティングが金融、医療、材料科学などの多岐にわたる分野で革新的なソリューショ
ンを提供する基盤を築くものとなるでしょう。

元記事: https://www.quantinuum.com/press-releases/quantinuum-enters-into-letter-of-intent-with-the-

us-department-of-commerce-for-funding-opportunity-to-accelerate-us-leadership-in-quantum-

computing

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantinuum.com/press-releases/quantinuum-enters-into-letter-of-intent-with-the-us-department-of-commerce-for-funding-opportunity-to-accelerate-us-leadership-in-quantum-computing
https://www.quantinuum.com/press-releases/quantinuum-enters-into-letter-of-intent-with-the-us-department-of-commerce-for-funding-opportunity-to-accelerate-us-leadership-in-quantum-computing
https://www.quantinuum.com/press-releases/quantinuum-enters-into-letter-of-intent-with-the-us-department-of-commerce-for-funding-opportunity-to-accelerate-us-leadership-in-quantum-computing


米国商務省、CHIPS法に基づき9社の量子企業に総額20億
ドルの資金提供意向を発表

概要

米国商務省は、CHIPSおよび科学法に基づき、9社の量子企業に対し総額20.13億ドルの
連邦インセンティブ提供の趣意書を発表しました。この資金は、国内の量子ファウン
ドリ2社と量子コンピューティング企業7社を支援し、実用規模のフォールトトレラン

ト量子コンピュータ開発における主要なエンジニアリングおよび製造課題に対処する
ことを目的としています。支援対象には、IBM、GlobalFoundries、Atom Computing、
D-Wave、Infleqtion、Quantinuum、Rigetti、PsiQuantumが含まれます。

公開日 2026年05月21日  米国商務省 (NIST)  アメリカ



詳細

背景

米国商務省は、国内における量子コンピューティング技術開発の加速と国際的リーダー
シップの確立を目指し、CHIPSおよび科学法の下で大規模な資金提供プログラムを発表
しました。これは、国家安全保障と経済競争力強化の観点から、次世代コンピューティ
ング技術の中核をなす量子技術への戦略的投資として位置づけられています。

主要内容

発表された趣意書は、合計9社の量子関連企業に対し、総額20.13億ドル（約20億ドル）
の連邦インセンティブを提供するものです。この資金は、主に以下の二つの目的のため
に配分されます。

国内量子ファウンドリの支援: 2社の量子ファウンドリが、量子チップの製造能力強
化のために資金を受けます。これにより、サプライチェーンの国内化と技術的自立性
の向上が図られます。

量子コンピューティング企業の技術開発支援: 7社の量子コンピューティング企業
が、実用規模のフォールトトレラント量子コンピュータ開発における主要なエンジニ
アリングおよび製造課題に対処するための支援を受けます。フォールトトレラント性
は、量子コンピュータが実用的な計算を安定して行う上で不可欠な要素です。

具体的に支援対象となる企業には、以下の業界リーダーが含まれています : IBM、
GlobalFoundries、Atom Computing、D-Wave、 Infleqtion、Quantinuum、 Rigetti、
PsiQuantum。これらの企業は、それぞれの専門分野において、量子ハードウェア、ソ
フトウェア、および関連インフラの開発を推進します。



影響と展望

この大規模な政府投資は、米国内での量子エコシステムの確立と強化に極めて重要な影
響を与えると予測されます。国内ファウンドリの育成は、量子チップ製造における外部
依存度を低減し、技術サプライチェーンの安全性を高めます。また、複数の企業への分
散投資は、多様な量子アーキテクチャ（超電導、中性原子、イオントラップ、フォトニ
ックなど）の発展を促進し、競争を通じて技術革新を加速させる効果が期待されます。
最終的には、エラー耐性の高い実用的な量子コンピュータの早期実現につながり、金
融、医療、国防、材料科学といった幅広い分野での応用可能性を拡大するでしょう。こ
れは、米国の長期的な科学技術戦略と経済成長において、量子コンピューティングが中
心的な役割を果たすことを明確に示しています。

元記事: https://www.nist.gov/news-events/news/2026/05/department-commerce-announces-letters-

intent-9-companies-2-billion

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nist.gov/news-events/news/2026/05/department-commerce-announces-letters-intent-9-companies-2-billion
https://www.nist.gov/news-events/news/2026/05/department-commerce-announces-letters-intent-9-companies-2-billion


PsiQuantum、米国商務省と1億ドルのCHIPS法資金提供
に関する趣意書を締結

概要

PsiQuantumは、CHIPSおよび科学法に基づき、米国商務省と1億ドルの連邦インセンテ
ィブに関する趣意書を締結しました。この資金は、高性能光スイッチ用のチタン酸バ
リウム（BTO）、高温単一光子検出器、高度なパッケージングなど、実用規模の量子

コンピューティング向け重要コンポーネントの国内製造可能性と性能を加速させるた
めに使用されます。

公開日 2026年05月21日  PsiQuantum  アメリカ



詳細

背景

量子コンピューティングの分野では、スケーラブルで高性能なシステムを実現するため
に、基盤となるコンポーネント技術の進歩が不可欠です。米国政府は、CHIPSおよび科
学法を通じて、国内の半導体および量子技術サプライチェーンを強化する戦略を推進し
ており、その一環としてPsiQuantumへの資金提供が決定されました。

主要内容

PsiQuantumは、米国商務省との間で、1億ドルの連邦インセンティブに関する趣意書を
締結しました。この資金は、主に実用規模の量子コンピューティングシステムに必要な
重要コンポーネントの国内製造能力と性能を向上させるために投じられます。具体的な
ターゲット技術は以下の通りです。

高性能光スイッチ用のチタン酸バリウム（BTO）: 量子情報を効率的にルーティング
するための高速かつ低損失な光スイッチは、フォトニック量子コンピュータの性能を
決定する上で極めて重要です。BTOは、その優れた電気光学特性により、このような
スイッチングデバイスの実現に貢献します。

高温単一光子検出器: 量子ビットの状態を測定する上で不可欠な単一光子検出器は、
通常極低温での動作を必要としますが、高温でも動作可能なデバイスの開発は、量子
システムの複雑性とコストを大幅に削減する可能性があります。

高度なパッケージング技術: 量子チップと古典的な制御エレクトロニクスを統合する
ための先進的なパッケージング技術は、システムの信頼性とスケーラビリティを向上
させる上で欠かせません。

これらの技術開発は、フォトニック量子コンピュータの性能向上と実用化を加速させる
ことを目指しています。



影響と展望

この資金提供は、PsiQuantumの技術ロードマップを加速させ、特にフォトニック量子
コンピューティングにおける主要なハードウェアボトルネックを解消する可能性を秘め
ています。国内での重要コンポーネント製造能力の強化は、サプライチェーンの安定性
を確保し、米国が量子技術分野での競争力を維持する上で戦略的に重要です。高性能な
光スイッチや検出器、高度なパッケージング技術は、エラー耐性のある大規模フォトニ
ック量子コンピュータの実現に向けた重要なステップとなります。これにより、創薬、
材料科学、最適化問題など、量子コンピューティングが真価を発揮するであろう多様な
分野での応用がさらに前進すると期待されます。

元記事: https://www.psiquantum.com/news-import/us-department-of-commerce

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.psiquantum.com/news-import/us-department-of-commerce


Xanadu、最大3億ドルのエクイティファシリティ締結と
QROM技術で画期的な進展を発表

概要

Xanadu Quantum Technologiesは、Yorkville Advisorsとの間で、3年間で最大3億ドルの
「アット・ザ・マーケット」エクイティファシリティを締結しました。また、量子コ
ンピュータに古典データをロードするアルゴリズムサブルーチンであるQuantum

Read-Only Memory (QROM) の実装においてブレークスルーを発表しました。この最
適化により、一部の量子アプリケーションのコストが半減し、フォールトトレラント
システムへの重要なハードウェアボトルネックが克服される可能性があります。

公開日 2026年05月21日  Xanadu Quantum Technologies (via PR Newswire / BetaKit)  カナダ



詳細

背景

量子コンピューティングの発展には、計算能力の向上だけでなく、既存の古典的なデー
タと量子システムとの効率的なインターフェースが不可欠です。特に、大規模な古典的
データを量子アルゴリズムに取り込む際のボトルネックは、実用的な量子アプリケーシ
ョンの普及を妨げる要因となっていました。Xanadu Quantum Technologiesは、この課
題に対し、資金調達と技術革新の両面から取り組んでいます。

主要内容

Xanaduは、金融面で重要な進展として、Yorkville Advisorsとの間で、3年間で最大3億ド
ルの「アット・ザ・マーケット」（ATM）エクイティファシリティ契約を締結しまし
た。これにより、同社は市場の状況に応じて段階的に資金を調達する柔軟性を確保し、
研究開発および事業拡大のための継続的な投資を可能にします。

技術面では、Quantum Read-Only Memory (QROM) の実装において画期的なブレークス
ルーを発表しました。QROMは、古典的なデータを量子コンピュータのメモリに効率的
にロードするためのアルゴリズムサブルーチンであり、量子アルゴリズムの性能を大き
く左右します。Xanaduが開発した最適化されたQROMにより、特定の量子アプリケー
ションにおいて、計算コストが最大で半減する可能性が示されています。これは、特に
大規模なデータセットを扱う量子機械学習や最適化問題において、実質的な計算資源の
削減を意味します。



影響と展望

今回のQROM技術の進展は、量子コンピューティングのフォールトトレラントシステム
への移行における重要なハードウェアボトルネックの一つを克服する可能性を秘めてい
ます。データロードの効率化は、エラー訂正が複雑な大規模量子システムにおいて、必
要な物理量子ビット数や計算時間を削減し、実用的な量子優位性の実現を早めることに
貢献します。また、資金調達の柔軟性は、Xanaduが長期的な研究開発と商用化戦略を
安定して推進するための強固な基盤を提供します。この技術は、金融モデリング、材料
科学、創薬などの分野で、より効率的かつコスト効果の高い量子アプリケーションの開
発を加速させ、量子コンピューティングの実用化をさらに一歩前進させるものと期待さ
れます。

元記事: https://betakit.com/xanadu-strikes-deal-to-raise-up-to-300-million-usd/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://betakit.com/xanadu-strikes-deal-to-raise-up-to-300-million-usd/


量子優位性、高価値ユースケースで着実に進展

概要

量子コンピューティングは、金融モデリング、最適化タスク、創薬、材料科学といっ
た特定の高価値アプリケーションにおいて、既に収益を生み出し始めており、商用化

の初期段階に入ったことを示しています。複雑な最適化とシミュレーションを必要と
する産業がこの技術の採用を主導しており、特定のニッチな分野で段階的な量子優位
性が現れつつあることを示唆しています。

公開日 2026年05月21日  StoneX  アメリカ



詳細

背景

量子コンピューティングは長らく理論的な可能性として語られてきましたが、近年では
実用化に向けた具体的な進展が見られます。特に、古典的なコンピュータでは解決が困
難な特定の計算問題において、量子コンピュータが優位性を示す「量子優位性」の実現
が期待されています。本レポートは、この量子優位性が現実世界の高価値ユースケース
でどのように現れ始めているかを分析しています。

主要内容

StoneXの分析によると、量子コンピューティングは現在、金融モデリング、最適化タス
ク、創薬、材料科学といった特定のニッチなアプリケーション分野で初期の商用化段階
に入り、既に収益を生み出し始めています。これらの分野は、複雑なシミュレーション
や膨大な組み合わせの中から最適な解を見つけ出す高度な計算能力を要求されるため、
量子コンピューティングの特性と親和性が高いとされています。

具体的な採用事例としては、リスク管理におけるポートフォリオ最適化、新薬開発にお
ける分子シミュレーション、製造業におけるサプライチェーン最適化などが挙げられま
す。これらのユースケースでは、古典コンピュータでは達成できない速度や精度で計算
結果を提供できる可能性が模索されており、実証実験や小規模な商用導入が進んでいま
す。この段階的な進展は、「量子優位性」が特定の高価値な問題において限定的に発現
し始めていることを示しており、汎用的な大規模量子コンピュータが完成する前に、特
定のアプリケーションで経済的価値を生み出す道筋が明確になってきています。



影響と展望

高価値ユースケースにおける量子優位性の早期発現は、量子コンピューティング分野全
体の投資と開発をさらに加速させる重要な兆候です。特に、初期の収益化は、研究開発
資金の循環を生み出し、技術の成熟を促進するでしょう。今後、金融、製薬、化学、航
空宇宙といった産業が、量子コンピューティングを競争優位性を確立するための戦略的
ツールとして積極的に採用する動きがさらに強まると予想されます。課題としては、量
子ハードウェアの安定性向上、エラー訂正技術の確立、専門人材の育成などが挙げられ
ますが、具体的なアプリケーションでの成功体験がこれらの課題解決への投資を後押し
することになります。この動きは、量子技術が単なる研究テーマから、実社会に価値を
もたらす革新的な技術へと進化していることを明確に示しています。

元記事: https://www.stonex.com/en/insights/quantum-advantage-gains-ground-in-high-value-use-

cases/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stonex.com/en/insights/quantum-advantage-gains-ground-in-high-value-use-cases/
https://www.stonex.com/en/insights/quantum-advantage-gains-ground-in-high-value-use-cases/


D-Wave、量子計算優位性結果を擁護しつつ新たな連邦資
金を獲得

概要

D-Wave Quantumは、自社の量子シミュレーションにおける量子計算優位性の主張に

対し、最近の研究からの異議申し立てに反論しました。同社は、アニーリング量子プ
ロセッサが古典的性能を上回ることを再確認し、新たな古典的シミュレーション研究

が彼らの発見を覆すものではないと主張しています。同時に、D-WaveはCHIPS法に基
づく1億ドルの資金と、超電導量子ビット製造を推進するためのマイクロエレクトロニ
クス共通プロジェクトからの2年目の連邦防衛資金を獲得しました。

公開日 2026年05月21日  D-Wave Quantum Inc. (via Stock Titan / Business Wire / Morningstar)

アメリカ



詳細

背景

量子コンピューティング分野では、「量子優位性」または「量子超越性」の達成が大き
な注目を集めています。これは、量子コンピュータが特定のタスクにおいて古典的なコ
ンピュータを凌駕する能力を示すものです。D-Wave Quantumは長年にわたり、その量
子アニーリングマシンが特定の最適化問題において量子優位性を示すと主張してきまし
たが、これに対し、古典的なアルゴリズムの進化による反論も度々提示されてきまし
た。

主要内容

D-Waveは、自社が以前発表した量子シミュレーションにおける量子優位性の結果に対
し、最近発表された古典的アルゴリズムによる異議申し立てに反論しました。同社は、
自社のアニーリング量子プロセッサが依然として特定の計算タスクにおいて古典的性能
を上回ることを示す複数の証拠を提示し、新たな古典的シミュレーション研究が彼らの
発見を覆すものではないと強調しています。この議論は、量子優位性の厳密な定義と、
古典的アルゴリズムの継続的な進化という、量子コンピューティング分野の中心的課題
を浮き彫りにしています。

同時に、D-Waveは重要な連邦資金を獲得しました。まず、米国商務省との間でCHIPSお
よび科学法に基づく1億ドルの資金提供に関する趣意書を締結しました。この資金は、
D-Waveのアニーリング技術の研究開発と製造能力の強化に貢献すると見られていま
す。さらに、同社はマイクロエレクトロニクス共通プロジェクト（Microelectronics

Commons project）から、超電導量子ビット製造を推進するための2年目の連邦防衛資
金も受領しました。これは、国防関連の応用における量子技術の重要性が認識されてい
ることを示唆しています。



影響と展望

D-Waveが量子優位性の主張を擁護しつつ、同時に大規模な政府資金を獲得したこと
は、同社の技術に対する信頼と、その量子アニーリングアプローチが実用的な価値を持
つという認識が広がっていることを示しています。CHIPS法による資金は、量子コンピ
ュータの基盤技術開発を加速させ、特に超電導量子ビットの製造プロセスを改善するこ
とで、より高性能かつ安定したアニーリングマシンの実現を支援するでしょう。これ
は、サプライチェーン、金融サービス、創薬などの分野における複雑な最適化問題への
D-Wave技術の応用をさらに拡大する可能性を秘めています。量子優位性に関する議論
は今後も続くと予想されますが、このような資金提供は、実用的な量子コンピューティ
ングソリューションの展開を加速させるための重要な推進力となります。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260520822995/en/D-Wave-Quantum-and-

Department-of-Commerce-Sign-Letter-of-Intent-for-%24100-Million-in-CHIPS-and-Science-Act-

Funding-to-Accelerate-U.S.-Leadership-in-Quantum-Computing

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260520822995/en/D-Wave-Quantum-and-Department-of-Commerce-Sign-Letter-of-Intent-for-%24100-Million-in-CHIPS-and-Science-Act-Funding-to-Accelerate-U.S.-Leadership-in-Quantum-Computing
https://www.businesswire.com/news/home/20260520822995/en/D-Wave-Quantum-and-Department-of-Commerce-Sign-Letter-of-Intent-for-%24100-Million-in-CHIPS-and-Science-Act-Funding-to-Accelerate-U.S.-Leadership-in-Quantum-Computing
https://www.businesswire.com/news/home/20260520822995/en/D-Wave-Quantum-and-Department-of-Commerce-Sign-Letter-of-Intent-for-%24100-Million-in-CHIPS-and-Science-Act-Funding-to-Accelerate-U.S.-Leadership-in-Quantum-Computing


IBMと米国商務省、CHIPS法支援で初の量子専用ファウン
ドリ計画を発表

概要

IBMと米国商務省は、CHIPS法に基づく10億ドルの支援を受けて、米国初の量子専用フ
ァウンドリであるアンダーソン（Anderon）の計画を発表しました。このファウンド
リは量子グレードの超電導ウェーハ製造に特化し、複数の量子技術ベンダーにサービ

スを提供することで、米国の量子コンピューティングエコシステム全体の強化を目指
します。

公開日 2026年05月21日  IBM  アメリカ



詳細

背景

量子コンピューティングの発展には、高性能な量子チップを安定的に供給できる製造イ
ンフラが不可欠です。これまで、量子チップの製造は各企業の独自プロセスに依存する
ことが多く、大規模生産や標準化に課題がありました。米国政府は、CHIPSおよび科学
法を通じて、国内の半導体製造能力を強化し、戦略的に重要な新興技術分野におけるリ
ーダーシップを確保する方針を打ち出しており、量子ファウンドリの設立はその中核を
なす取り組みです。

主要内容

IBMと米国商務省は、米国初の量子専用ファウンドリ「アンダーソン（Anderon）」の
設立計画を発表しました。このプロジェクトは、CHIPS法に基づく最大10億ドルの連邦
資金援助を受ける見込みです。アンダーソンファウンドリは、量子グレードの超電導ウ
ェーハの製造に特化し、厳格な品質基準と高い再現性を持って量子チップの基板を生産
することを目的としています。この施設は、IBM自身の量子コンピューティング開発を
支援するだけでなく、複数の外部量子技術ベンダーにも製造サービスを提供することが
計画されており、オープンなエコシステムの形成を促進します。

特に、超電導量子ビットは、そのスケーラビリティと比較的高いコヒーレンス時間か
ら、現在の量子コンピューティング研究で広く採用されています。このファウンドリ
は、これらの超電導量子ビットの性能を最大化するために不可欠な、微細で均一なウェ
ーハ製造技術の確立に注力します。



影響と展望

アンダーソンファウンドリの設立は、米国の量子コンピューティングエコシステムにと
って画期的な一歩となります。第一に、国内に安定した高品質な量子チップ製造基盤を
確立することで、サプライチェーンのリスクを低減し、技術的自立性を強化します。第
二に、複数のベンダーに製造サービスを提供することで、量子技術の多様な研究開発を
促進し、業界全体のイノベーションを加速させることが期待されます。これにより、大
規模なエラー訂正可能な量子コンピュータの実現に向けたハードウェア開発が大幅に前
進するでしょう。IBMの長年の半導体製造と量子コンピューティングにおける専門知識
が結集されたこのファウンドリは、量子コンピューティングが研究段階から産業応用段
階へと移行する上で、不可欠なインフラとなる可能性を秘めています。

元記事: https://newsroom.ibm.com/ibm-and-u-s-department-of-commerce-announce-americas-first-

purpose-built-quantum-foundry

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newsroom.ibm.com/ibm-and-u-s-department-of-commerce-announce-americas-first-purpose-built-quantum-foundry
https://newsroom.ibm.com/ibm-and-u-s-department-of-commerce-announce-americas-first-purpose-built-quantum-foundry


Quantinuum、Nasdaq上場に向けて127億ドル評価額を
目標

概要

Honeywellが過半数を所有する量子コンピューティング企業Quantinuum Inc.は、
Nasdaq上場に向けて最大127億ドルの評価額を目標としています。同社は、約2,105万
株を45ドルから50ドルの価格帯で提供し、最大10.5億ドルの資金調達を目指します。

これは、以前の100億ドルの資金調達ラウンドと最近の米国商務省からの1億ドルの助
成金に続くものです。

公開日 2026年05月26日  Quartz (citing Reuters)  アメリカ



詳細

背景

量子コンピューティング分野は急速な技術革新と市場成長を背景に、投資家の注目を集
めています。特に、初期段階のスタートアップだけでなく、大手企業が支援する成熟し
たプレーヤーが上場を目指す動きは、業界全体の発展段階を示す重要な指標となりま
す。Quantinuumは、Honeywellの子会社として、イオントラップ型量子コンピュータの
開発をリードしてきました。

主要内容

Honeywellが過半数を所有する量子コンピューティング企業Quantinuum Inc.は、
Nasdaq証券取引所への上場（ティッカーシンボル「QNT」）を目指し、市場評価額で
最大127億ドルを目標としていることを発表しました。この新規株式公開（IPO）では、
同社は約2,105万株を1株あたり45ドルから50ドルの価格帯で提供し、これにより最大で
10.5億ドル（約10億5千万ドル）の資金調達を見込んでいます。

このIPOは、Quantinuumにとって既存の資金基盤をさらに強化するものです。同社は既
に、以前の資金調達ラウンドで100億ドルを調達しており、さらに最近では米国商務省
からCHIPSおよび科学法に基づく1億ドルの助成金を受領しています。これらの資金は、
同社の研究開発、特にフォールトトレラント量子コンピュータの開発と商用化ロードマ
ップの推進に貢献してきました。



影響と展望

Quantinuumの積極的な評価額目標と大規模な資金調達は、量子コンピューティング市
場に対する投資家の強い信頼を示しています。今回のIPOにより調達される資本は、同
社がイオントラップ技術のさらなるスケーラビリティと性能向上、エラー訂正技術の実
装、そして量子ソフトウェア開発への投資を加速させる上で重要な役割を果たすでしょ
う。上場は、量子コンピューティング企業が成長資本を獲得し、グローバル市場での認
知度を高める新たな道を切り開くことにもなります。これにより、量子技術の実用化が
加速し、金融、化学、航空宇宙、防衛といった多様な産業における課題解決への貢献が
期待されます。一方で、大規模な評価額は、技術の進展と市場の期待とのバランスをど
う取るかという課題も提示しており、今後の技術開発と市場展開の動向が注目されま
す。

元記事: https://qz.com/honeywell-quantinuum-ipo-valuation-nasdaq-052626

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://qz.com/honeywell-quantinuum-ipo-valuation-nasdaq-052626


マックス・プランク研究所、耐量子暗号向けオープンソー
スシリコンディストリビューション「Pavona」に参加

概要

マックス・プランク・セキュリティ・プライバシー研究所（MPI-SP）は、
GlobalPlatformが立ち上げた新しいオープンソースシリコンディストリビューション
「Pavona」への参加を発表しました。Pavonaは、セキュアでモジュール式のシリコン

向けに、生産グレードの耐量子暗号（PQC）アクセラレータを搭載することを目指し
ています。MPI-SPの研究は、標準化されたML-KEMおよびML-DSA PQCアルゴリズム
の組み込みシリコン上での性能を大幅に向上させ、6～9倍の性能向上と最大75%の動

作周波数向上を達成しました。

公開日 2026年05月28日  マックス・プランク・セキュリティ・プライバシー研究所  ドイツ



詳細

背景

現在の主要な公開鍵暗号システムは、将来的に高性能な量子コンピュータによって容易
に解読されるリスクを抱えています。この「量子脅威」に対抗するため、量子コンピュ
ータでも解読が困難な「耐量子暗号（Post-Quantum Cryptography, PQC）」への移行が
国際的に進められています。PQCの実用化には、既存システムへの効率的な組み込み、
特にシリコンチップ上での高性能な実装が不可欠です。

主要内容

マックス・プランク・セキュリティ・プライバシー研究所（MPI-SP）は、
GlobalPlatformが主導する新しいオープンソースシリコンディストリビューション
「Pavona」プロジェクトへの参画を発表しました。Pavonaは、セキュアでモジュール
化されたシリコン環境向けに、生産レベルのPQCアクセラレータを提供することを目指
しており、耐量子暗号技術の実用化を加速する重要な取り組みです。

MPI-SPの研究チームは、このプロジェクトにおいて、米国標準技術研究所（NIST）に
よって標準化されたML-KEM（鍵交換メカニズム）およびML-DSA（デジタル署名アル
ゴリズム）という主要なPQCアルゴリズムの組み込みシリコン上での性能最適化に成功
しました。その結果、従来のソフトウェア実装と比較して、6倍から9倍の性能向上を達
成し、さらに最大で75%の動作周波数の向上が可能になりました。これは、限られたリ
ソースしかない組み込みシステムでも、高速かつ安全なPQC処理を実現できることを意
味します。



影響と展望

MPI-SPのPavonaへの参加と、PQCアクセラレータにおける顕著な性能向上は、耐量子
暗号の実用化に向けた大きな一歩となります。この成果は、特にIoTデバイス、モバイ
ル機器、組み込みシステムなど、リソース制約のある環境でのPQC導入を加速させるで
しょう。オープンソースであるPavonaを通じて、PQC技術の普及と標準化が促進され、
より多くの開発者や企業が安全な耐量子暗号ソリューションを容易に実装できるように
なります。これにより、将来の量子コンピュータによるサイバーセキュリティの脅威に
対するグローバルなレジリエンスが強化され、デジタル社会の安全性が長期的に確保さ
れることが期待されます。この取り組みは、ハードウェアレベルでのセキュリティ基盤
を構築し、来るべき量子時代への備えを強化する上で不可欠な要素です。

元記事: https://www.mpg.de/26540033/first-open-source-silicon-distribution-for-post-quantum-

cryptography

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mpg.de/26540033/first-open-source-silicon-distribution-for-post-quantum-cryptography
https://www.mpg.de/26540033/first-open-source-silicon-distribution-for-post-quantum-cryptography


IBM、今後5年間で量子コンピューティングに100億ドル
を投資

概要

IBMは、今後5年間で量子コンピューティング分野に100億ドルを投資する計画を発表
しました。この大規模な投資は、研究開発、設備投資、製造規模の拡大、そしてM&A

に及びます。このコミットメントは、2029年までに大規模なフォールトトレラント量

子コンピュータを実現するというIBMの目標達成を支援するものと位置づけられま
す。

公開日 2026年05月28日  Morningstar  アメリカ



詳細

背景

IBMは長年にわたり、量子コンピューティング研究の最前線に立ち、ハードウェア開発
からソフトウェアスタックの構築、そしてエコシステムの育成に至るまで、多岐にわた
る取り組みを進めてきました。現在の量子コンピューティングは、NISQ（Noisy

Intermediate-Scale Quantum）時代から、よりエラー耐性の高いフォールトトレラント
量子コンピュータへの移行期にあり、この移行には莫大な投資と継続的なイノベーショ
ンが不可欠です。

主要内容

IBMは、今後5年間で量子コンピューティング分野に総額100億ドルという巨額の投資を
行う計画を公表しました。この戦略的投資は、同社の量子技術ロードマップを加速さ
せ、2029年までに大規模なフォールトトレラント量子コンピュータを実現するという野
心的な目標を支援することを目的としています。投資の対象は多岐にわたり、以下の主
要分野に重点が置かれます。

研究開発 (R&D): 次世代の量子ビット技術、エラー訂正コード、量子アーキテクチャ
の探求に資金が投じられます。

設備投資: 先端的な量子プロセッサ製造のためのクリーンルーム施設や試験装置な
ど、ハードウェアインフラの拡張が図られます。

製造規模の拡大: 量子チップの生産能力と品質の向上に注力し、スケーラブルな量子
ハードウェアの供給を確保します。

M&A (合併・買収): 量子分野における有望な技術や人材を持つ企業を積極的に取り
込み、ポートフォリオを強化する可能性があります。

この投資発表は、最近の米国商務省によるCHIPS法に基づく10億ドルの量子チップファ
ウンドリへの助成金提案に続くものであり、政府と産業界双方からの量子技術へのコミ
ットメントを明確に示しています。



影響と展望

IBMの100億ドル投資は、量子コンピューティング業界全体に大きな影響を与えること
が予想されます。この大規模な資金投入は、IBMがフォールトトレラント量子コンピュ
ータの実現に向けて、技術的リーダーシップを維持し、さらに強化する決意の表れで
す。特に、製造規模の拡大と研究開発への集中は、量子ハードウェアの信頼性とスケー
ラビリティを向上させ、実用的な量子アプリケーションの開発を加速させるでしょう。
これにより、金融最適化、新素材設計、創薬、複雑なサプライチェーン管理といった分
野で、量子コンピュータが具体的な価値を生み出す時期が早まる可能性があります。ま
た、この投資は、量子分野における新たな雇用創出や、関連スタートアップ企業への波
及効果も期待されます。IBMのこの動きは、量子コンピューティングがSFの世界から、
現実の産業変革を推進する中核技術へと本格的に移行していることを象徴しています。

元記事: https://www.morningstar.com/news/dow-jones/202605284070/ibm-to-invest-10-billion-in-

quantum-computing-over-five-years

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.morningstar.com/news/dow-jones/202605284070/ibm-to-invest-10-billion-in-quantum-computing-over-five-years
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Apple、耐量子暗号化ライブラリ`corecrypto`をオープン
ソース化

概要

Appleは、同社の暗号化ライブラリ`corecrypto`における耐量子暗号（PQC）の実装を
オープンソース化しました。これには独立した評価のための数学的証明と検証ツール
が含まれ、外部の研究者がiMessage、VPN、TLSネットワーキングなどのアプリケーシ

ョンでAppleの量子耐性セキュリティをレビューし、分析を再現できるようになりま
す。

公開日 2026年05月27日  Help Net Security  イギリス



詳細

背景

デジタル通信のセキュリティは、現代社会において極めて重要な要素です。現在の暗号
化標準は強力ですが、将来登場する大規模な量子コンピュータがこれらの暗号を解読す
る可能性が指摘されており、この「量子脅威」への備えとして耐量子暗号（PQC）への
移行が世界的に進められています。主要なテクノロジー企業は、この脅威に先んじて対
策を講じることが求められています。

主要内容

Appleは、その基盤となる暗号化ライブラリであるcorecrypto内の耐量子暗号（PQC）実
装をオープンソースとして公開しました。この公開には、単にコードだけでなく、独立
した第三者による厳密な評価を可能にするための詳細な数学的証明と検証ツールが含ま
れています。これにより、世界中のセキュリティ研究者や暗号学者たちが、Appleの
PQC実装を徹底的にレビューし、その安全性と堅牢性を分析し、さらにその分析結果を
再現することが可能になります。

具体的には、 iMessage、VPN（仮想プライベートネットワーク）、TLS（Transport

Layer Security）ネットワーキングなど、Apple製品の中核的なセキュリティ機能で利用
される量子耐性セキュリティメカニズムが、より広範なコミュニティの監視下に置かれ
ることになります。これは、透明性を高め、潜在的な脆弱性を早期に発見し修正する上
で極めて有効なアプローチです。Appleは、NIST（米国標準技術研究所）が選定した
PQCアルゴリズムであるKyberとDilithiumなどを採用していると考えられますが、今回
のオープンソース化により、その具体的な実装の詳細が明らかになります。

影響と展望

AppleによるPQC実装のオープンソース化は、耐量子暗号の実用化と普及において重要
な意味を持ちます。まず、世界有数のテクノロジー企業がPQCの採用と透明性を推進す
ることは、PQCに対する業界全体の信頼を高めます。次に、オープンソースコミュニテ
ィからの広範なレビューは、実装のセキュリティを強化し、より堅牢なPQC標準の確立
に貢献します。これは、将来的な量子コンピュータによる攻撃から、ユーザーのデータ
と通信を保護するための長期的な戦略の一環です。



Appleのような大手プラットフォームプロバイダーがPQCを導入し、その実装を透明化
することで、他の企業や開発者もPQCへの移行を加速させるインセンティブを得るでし
ょう。これにより、デジタルエコシステム全体で耐量子セキュリティの採用が進み、来
るべき量子時代におけるサイバーセキュリティの基盤が強化されると期待されます。こ
れは、単一企業のセキュリティ対策を超え、グローバルなデジタルインフラの安全性を
高めるための重要な一歩と言えます。

元記事: https://www.helpnetsecurity.com/2026/05/27/apple-quantum-resistant-encryption-open-

source/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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Quantum X Labs、50量子ビット超の中性原子量子コンピ
ュータを発表し、2027年上半期末までに数千量子ビット
を目指す

概要

Quantum X Labsは、独自の原子冷却技術と動的に再構成可能な光ピンセットアレイを
特徴とする50量子ビット超の中性原子量子コンピューティングプラットフォームを発

表しました。同社は2027年上半期末までに数千の量子ビットに到達することを目指し
ており、AI駆動型のエラー訂正システムを統合することで、リアルタイムのフォール

トトレラント論理量子ビット操作を実現する計画です。

公開日 2026年05月28日  Quantum X Labs Inc. (via GLOBE NEWSWIRE / Barchart.com)  アメリ
カ



詳細

背景

量子コンピューティングは、その計算能力の潜在性から、次世代の技術として注目され
ています。特に中性原子型量子コンピュータは、その優れたスケーラビリティと長時間
のコヒーレンス（量子状態の維持）特性により、将来のフォールトトレラント量子コン
ピュータ実現の有力な候補として期待されています。しかし、大規模な量子ビット数を
実現し、かつ安定したエラー訂正を行う技術は依然として研究開発の最前線にありま
す。

主要内容

Quantum X Labsは、その独自技術を基盤とした新たな中性原子量子コンピューティン
グプラットフォームを発表しました。このシステムは、50以上の物理量子ビットを搭載
しており、独自の原子冷却技術と動的に再構成可能な光ピンセットアレイを利用して量
子ビットを精密に制御します。光ピンセットアレイは、個々の中性原子を捕捉し、配置
を調整することで、量子ビット間の相互作用を柔軟に設計できるという利点がありま
す。

同社は非常に野心的なロードマップを掲げており、2027年上半期末までに数千の物理量
子ビットへの拡張を目指しています。さらに、この大規模な量子ビットシステムを実用
的なものにするため、AI駆動型のエラー訂正システムを統合する計画です。これによ
り、リアルタイムでのフォールトトレラントな論理量子ビット操作が可能となり、量子
コンピュータの信頼性と計算精度を飛躍的に向上させることが期待されます。

影響と展望

Quantum X Labsのこの発表は、中性原子型量子コンピューティング分野における技術
進展の加速を示すものです。50量子ビット超のシステムは、現在のNISQ（Noisy

Intermediate-Scale Quantum）デバイスの範囲を超え、より複雑な量子アルゴリズムの
実行に向けた重要なステップとなります。特に、数千量子ビットへの迅速な拡張目標と
AI駆動型エラー訂正システムの統合は、フォールトトレラント量子コンピュータの実現
時期を早める可能性を秘めています。



この技術は、創薬、材料科学、金融モデリングなど、大規模なシミュレーションや最適
化を必要とする分野に革新をもたらす可能性があります。AIを活用したエラー訂正は、
量子ビットのデコヒーレンス（量子状態の崩壊）問題に対する有望な解決策を提供し、
より堅牢で実用的な量子コンピュータの構築を可能にするでしょう。Quantum X Labs

の取り組みは、量子コンピューティングが研究段階から産業応用段階へと移行する上
で、重要なマイルストーンとなることが期待されます。

元記事: https://www.barchart.com/story/news/2175667/quantum-x-labs-launches-50-physical-qubits-

neutral-atom-quantum-computer-targets-thousands-qubit-milestone-by-end-of-h1-2027

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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https://www.barchart.com/story/news/2175667/quantum-x-labs-launches-50-physical-qubits-neutral-atom-quantum-computer-targets-thousands-qubit-milestone-by-end-of-h1-2027


Quantinuumとbp、量子コンピューティングで基礎的な波
動物理学の課題解決に向け協力

概要

Quantinuumは、エネルギー企業のbpとの間で、量子コンピューティングを活用した
新しいプロジェクトを開始しました。成功したパイロットプログラムに基づいて、こ
のプロジェクトは、より複雑な地下特性をシミュレートすることで、石油・ガス資源

の位置特定のための地震イメージングを近代化することを目的としています。これに
より、資源探査の効率と精度を大幅に向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年05月21日  Quantinuum (via PR Newswire)  アメリカ



詳細

背景

エネルギー探査、特に石油・ガス資源の特定には、地下構造の正確なイメージングが不
可欠です。地震イメージングは、地下に音波を送り、その反射波を分析することで地下
の構造を推定する技術ですが、複雑な地質構造や大規模なデータ処理は、現在の古典的
な計算手法では依然として大きな課題を抱えています。量子コンピューティングは、こ
れらの複雑なシミュレーションとデータ処理において革新的な解決策を提供する可能性
を秘めています。

主要内容

量子コンピューティングのリーダーであるQuantinuumは、大手エネルギー企業bpとの
間で、量子コンピューティングを用いた基礎的な波動物理学の課題解決に向けた新たな
協業プロジェクトを開始しました。このプロジェクトは、両社が以前に成功させたパイ
ロットプログラムの成果を基盤としています。具体的な目標は、量子コンピュータの能
力を活用して、これまで古典的なスーパーコンピュータでも困難だった、より複雑な地
下特性のシミュレーションを可能にすることです。

これにより、石油・ガス資源の位置特定に用いられる地震イメージング技術の近代化と
性能向上を目指します。量子アルゴリズムを用いて、多層的な地質構造における波の伝
播や反射をより高精度でモデル化し、膨大なデータから資源の存在確率を効率的に導き
出すことが期待されています。この共同研究は、量子化学シミュレーションのアルゴリ
ズム最適化を通じて、地震波の物理学的な挙動をより正確に予測する技術を開発するこ
とに焦点を当てています。

影響と展望

Quantinuumとbpの協業は、量子コンピューティングがエネルギー産業にもたらす変革
の可能性を明確に示しています。地震イメージングの精度向上は、石油・ガス探査の成
功率を高め、探査コストを削減するだけでなく、環境への影響を最小限に抑えながら資
源を効率的に開発することに貢献します。また、この協力は、基礎科学と産業応用を結
びつける優れた事例であり、量子コンピューティングが物理シミュレーションにおける
古典的な限界を打ち破る可能性を実証するものです。



将来的には、この技術は石油・ガス探査にとどまらず、地球科学、材料科学、気象予報
など、複雑な波動物理学が関わる様々な分野に応用される可能性があります。量子コン
ピュータによるシミュレーション能力の向上は、これらの分野における新たな発見や効
率化を促し、持続可能なエネルギーソリューションの開発にも貢献すると期待されま
す。このプロジェクトは、量子コンピューティングの実用化に向けた重要なマイルスト
ーンとなるでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/quantinuum-and-bp-collaborate-towards-solving-

fundamental-wave-physics-challenges-with-quantum-computing-302778560.html

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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ETHチューリッヒ、17,000量子ビットペアにわたる超安定
な量子ゲートを構築

概要

ETHチューリッヒの研究者たちは、中性原子を使用した新しい幾何学的量子スワップ
ゲートを開発し、17,000組の量子ビットペア間で99.91%という驚くべき精度と安定性
を達成しました。このゲートはノイズに自然に耐性があるため、エラー訂正の負担を

軽減し、大規模なフォールトトレラント量子コンピュータへのより堅牢な道筋を提供
します。

公開日 2026年05月26日  Brighter Side of News (citing ETH Zurich research)  スイス



詳細

背景

量子コンピューティングの分野において、量子ビット間の相互作用を正確に制御する
「量子ゲート」は、複雑な計算を実行するための基本的な構成要素です。特に、大規模
な量子システムでは、量子ビットの数が増えるにつれて、デコヒーレンス（量子状態の
崩壊）やノイズによるエラーが深刻な課題となります。この課題を克服し、スケーラブ
ルでエラー耐性のある量子コンピュータを実現するためには、高精度かつ安定した量子
ゲート技術が不可欠です。

主要内容

ETHチューリッヒの研究チームは、中性原子を基盤とした新しいタイプの幾何学的量子
スワップゲートの開発に成功しました。この革新的なゲートは、17,000組もの量子ビッ
トペアという大規模なスケールにおいて、驚異的な99.91%という高い精度で動作しま
す。これは、従来の多くの量子ゲート技術と比較して非常に優れた性能であり、特に大
規模な量子レジスタでの高い忠実度を維持できることを示しています。

この幾何学的量子ゲートの最大の特徴は、ノイズに対して本質的に耐性がある点です。
量子ビットが周囲の環境から受けるノイズは、量子状態を崩壊させ、計算エラーを引き
起こす主要な原因ですが、この新しいゲート設計は、ノイズの影響を受けにくい幾何学
的な位相を利用しています。これにより、エラー訂正の必要性を軽減し、量子コンピュ
ータの設計と運用における複雑さを大幅に簡素化できる可能性を秘めています。

影響と展望

ETHチューリッヒが開発したこの超安定な量子ゲートは、大規模なフォールトトレラン
ト量子コンピュータの実現に向けた重要なマイルストーンとなります。ノイズ耐性の高
いゲートは、エラー訂正のオーバーヘッド（余分な計算量）を減らすことで、必要な物
理量子ビットの数を削減し、最終的に実用的な論理量子ビットをより効率的に構築する
ことを可能にします。これは、量子コンピュータのスケーラビリティと実用性を劇的に
向上させる潜在能力を秘めています。



中性原子型の量子コンピューティングは、その固有のスケーラビリティと長時間のコヒ
ーレンス時間から、次世代の量子コンピュータアーキテクチャとして注目されています
が、今回の成果はその有望性をさらに裏付けるものです。この技術は、金融モデリン
グ、新素材設計、創薬など、エラーに敏感な複雑な計算を必要とする幅広い分野で、量
子コンピュータの応用を加速させるでしょう。より堅牢で信頼性の高い量子ハードウェ
アの基盤を築く上で、この幾何学的量子ゲートは極めて重要な役割を果たすと期待され
ます。

元記事: https://www.thebrighterside.news/post/eth-zurich-built-an-ultra-stable-quantum-gate-across-

17000-qubit-pairs/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thebrighterside.news/post/eth-zurich-built-an-ultra-stable-quantum-gate-across-17000-qubit-pairs/
https://www.thebrighterside.news/post/eth-zurich-built-an-ultra-stable-quantum-gate-across-17000-qubit-pairs/


主要な中性原子量子コンピューティング企業とリドバーグ
アレイ技術ガイド

概要

このガイドは、2026年の主要な中性原子量子コンピューティング企業としてQuEra、
Pasqal、Atom Computing、Infleqtionを取り上げています。Atom Computingの
Phoenixシステムは1,180個の中性原子量子ビットを搭載しており、次世代のMagneシ

ステムは2026年後半までに1,225個の物理量子ビットから50個の論理量子ビットを目標
としています。これは中性原子技術における量子ビット数増加の急速な進展を示して
います。

公開日 2026年05月28日  Quantum Zeitgeist  アメリカ



詳細

背景

量子コンピューティングは複数の物理基盤に基づいて開発が進められており、その中で
も中性原子型量子コンピュータは、量子ビット数のスケーラビリティとコヒーレンス時
間（量子状態を維持できる時間）の長さにおいて大きな可能性を秘めています。この技
術は、レーザーによって捕捉・操作される単一原子を量子ビットとして利用し、リドバ
ーグ状態という励起状態を通じて強い相互作用を実現します。この分野の主要企業は、
大規模な量子システムを構築するための競争を繰り広げています。

主要内容

最新の業界ガイドは、2026年における主要な中性原子量子コンピューティング企業とし
て、QuEra、Pasqal、Atom Computing、そしてInfleqtionを特定しています。これらの
企業は、それぞれ異なるアプローチや強みを持つものの、中性原子を利用した量子コン
ピュータの開発において業界を牽引しています。

特に注目すべきはAtom Computingの進展です。同社の現行システムである「Phoenix」
は、既に1,180個という非常に多数の中性原子物理量子ビットを搭載しています。さら
に、次世代システム「Magne」では、2026年後半までに1,225個の物理量子ビットから
50個の論理量子ビットを生成することを目指していると報告されています。論理量子ビ
ットは、エラー訂正を施した複数の物理量子ビットによって構築されるため、実用的な
量子計算には不可欠です。この目標は、物理量子ビット数の急速な増加だけでなく、エ
ラー訂正技術の進歩と組み合わせることで、実用的な量子コンピュータの実現に近づい
ていることを強く示唆しています。

影響と展望

中性原子量子コンピューティングにおける量子ビット数の急速な増加は、この技術が大
規模な量子システムを実現する上で極めて有望であることを再確認させます。Atom
ComputingがPhoenixで既に1,000以上の物理量子ビットを達成し、Magneで論理量子ビ
ットの目標を設定していることは、中性原子技術が大規模化とエラー訂正の両面で進化
している証拠です。これにより、金融、製薬、材料科学などの分野で、より複雑なシミ
ュレーションや最適化問題への量子コンピューティングの応用が加速されると期待され
ます。



リドバーグアレイ技術は、個々の原子を正確に配置し、制御することで、柔軟な量子回
路を構築できるため、量子シミュレーションや量子アルゴリズムの研究に新たな可能性
をもたらします。今後の課題は、これらの物理量子ビットを安定的に制御し、エラー率
をさらに低減し、最終的に多数の論理量子ビットで構成されるフォールトトレラント量
子コンピュータを構築することです。この分野の競争と技術革新は、量子コンピューテ
ィングの商用化を大きく推進するでしょう。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/top-neutral-atom-quantum-computing-companies/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/top-neutral-atom-quantum-computing-companies/


富士通と東京理科大学、量子・HPC融合研究拠点を設立

概要

富士通株式会社と東京理科大学は、東京理科大学内に「富士通量子・HPCインフラ共
同研究クラスター」を設立したと発表しました。このハブは、量子ハードウェア技術

の人材育成、量子ハードウェアの設計・製造・制御・評価技術の研究、そしてHPCと
量子技術を統合する新しい融合研究分野の開拓を目指します。

公開日 2026年05月28日  Mirage News (citing Fujitsu and Science Tokyo)  日本



詳細

背景

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力により、今後の社会インフラや産業
構造を大きく変える可能性を秘めています。日本国内でも量子技術の研究開発が活発化
しており、特に産学連携を通じて、この分野の専門人材育成と基盤技術の確立が急務と
されています。高性能計算（HPC）技術は、量子コンピューティングの発展と密接に関
連しており、両技術の融合は新たな研究領域を開拓する上で不可欠です。

主要内容

富士通株式会社と東京理科大学は、共同で「富士通量子・HPCインフラ共同研究クラス
ター」を東京理科大学キャンパス内に設立したと発表しました。この新たな研究ハブ
は、日本の量子技術エコシステムの強化を目的とした戦略的な取り組みです。

共同研究クラスターの主な活動目標は以下の通りです。

量子ハードウェア技術の人材育成: 量子コンピューティング分野を牽引する次世代の
研究者やエンジニアを育成するための教育プログラムや実践的なトレーニングを提供
します。

量子ハードウェアの設計・製造・制御・評価技術の研究: 量子ビットの安定性、コヒ
ーレンス時間、エラー訂正能力などを向上させるための基盤技術開発に焦点を当てま
す。これには、超電導量子ビット、イオントラップ、中性原子などの多様な量子ビッ
ト技術が含まれる可能性があります。

HPCと量子技術を統合する新しい融合研究分野の開拓: 量子コンピュータ単体では難
しい大規模な計算問題に対して、古典的なHPCと量子コンピューティングを組み合わ
せるハイブリッドアプローチの研究を進めます。これにより、既存のスーパーコンピ
ュータの能力を補完・拡張し、より幅広い科学技術課題への適用を目指します。

この共同研究は、富士通の持つ先進的な技術開発力と東京理科大学の基礎研究能力、そ
して人材育成における実績を融合させるものです。



影響と展望

「富士通量子・HPCインフラ共同研究クラスター」の設立は、日本の量子コンピューテ
ィング分野における産学連携の成功事例となり、国内の量子エコシステムを強化する上
で重要な役割を果たすと期待されます。高度な量子ハードウェア技術の開発と、それを
支える専門人材の育成は、日本の国際競争力を高める上で不可欠です。HPCとの融合研
究は、量子技術が実社会の複雑な問題解決に適用される具体的な道筋を示すものであ
り、創薬、材料科学、金融最適化、AI分野などへの応用が期待されます。この取り組み
は、日本が量子技術のグローバルリーダーシップを確立し、次世代の科学技術イノベー
ションを推進するための強固な基盤を築くものとなるでしょう。

元記事: https://www.miragenews.com/fujitsu-science-tokyo-launch-quantum-research-1681642/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.miragenews.com/fujitsu-science-tokyo-launch-quantum-research-1681642/


ドイツのQUDORAが日本法人を設立し、アジア太平洋地
域の量子コンピューティング市場を拡大

概要

ドイツの量子コンピューティング企業QUDORAは、アジア太平洋地域での商用展開を
拡大するため、東京にQudora Japan K.K.を設立しました。QUDORAは、冷原子物理学
と精密制御システムに基づいた独自のマイクロ波NFQC（近接場量子制御）技術を活用

し、コヒーレンス時間を延長し、エラー訂正を簡素化することで、HPC、自動車、製
薬、金融などの分野をターゲットとしています。

公開日 2026年05月28日  QUDORA (via Quantum Zeitgeist)  ドイツ



詳細

背景

量子コンピューティング市場は世界的に急速な拡大を見せており、特にアジア太平洋地
域は新たな技術革新と商用展開の重要な拠点として注目されています。この地域では、
HPC（高性能計算）の需要が高まっており、量子コンピューティング技術がその需要を
満たす潜在力を秘めています。このような背景のもと、ドイツの量子技術企業が日本に
進出し、地域市場へのアクセスを強化する動きが見られます。

主要内容

ドイツを拠点とする先進的な量子コンピューティング企業QUDORAは、アジア太平洋地
域における事業展開を加速するため、東京にQudora Japan K.K.を設立したことを発表し
ました。この日本法人の設立は、同社がこの地域を戦略的に重要な市場と位置付けてい
ることを示しています。

QUDORAの量子コンピューティングシステムは、冷原子物理学と精密制御システムを基
盤として開発された独自の「マイクロ波NFQC（Near-Field Quantum Control）」技術を
特徴としています。このNFQC技術は、量子ビットのコヒーレンス時間（量子状態が安
定して維持される期間）を効果的に延長し、同時にエラー訂正の複雑さを簡素化するこ
とを可能にします。これにより、より安定した高性能な量子コンピュータの実現が期待
されます。

同社は、HPC、自動車産業におけるシミュレーション、製薬分野での分子モデリング、
金融サービスにおける最適化問題など、高度な計算能力を必要とする多様な分野を主要
なターゲットとしています。Qudora Japan K.K.は、これらの分野の顧客に対して、量子
ソリューションの提供と技術サポートを行っていく計画です。

影響と展望

QUDORAの日本法人設立は、アジア太平洋地域の量子コンピューティングエコシステム
に新たな競争と技術革新をもたらすでしょう。同社のマイクロ波NFQC技術は、コヒー
レンス時間の延長とエラー訂正の簡素化という、実用的な量子コンピュータ開発におけ
る主要な課題に対する有望な解決策を提供します。これは、より堅牢でスケーラブルな
量子システムの構築を促進し、量子技術の商用化を加速させる可能性があります。



特に、日本のHPC、自動車、製薬、金融といった産業は、複雑な計算問題に直面してお
り、QUDORAの技術はこれらの課題解決に貢献することが期待されます。国際的な量子
技術企業が日本市場に参入することは、国内の量子研究開発を刺激し、人材交流を促進
する効果も持ちます。QUDORAのこの戦略的な動きは、アジア太平洋地域全体における
量子コンピューティングの普及と発展に重要な役割を果たすものとなるでしょう。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/qudora-japan-quantum-asia-pacific-computing/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/qudora-japan-quantum-asia-pacific-computing/


富士通、AIと量子技術に今後10年間で3兆円を投資

概要

富士通は、2035年度までの長期経営ビジョンを発表し、今後10年間でAIと量子技術を
中心とする成長事業に約3兆円（190億ドル以上）を投資する計画を明らかにしまし

た。同社は、2035年度までに25～30%の営業利益率を目指し、AIソフトウェアとハー
ドウェアの統合開発を推進し、「ソブリンAI」の構築に注力します。

公開日 2026年05月29日  Let's Data Science (citing News On Japan)  日本



詳細

背景

現代のテクノロジー業界は、人工知能（AI）と量子コンピューティングという二つの革
新的な技術によって牽引されています。これらの技術は、データ処理能力、問題解決能
力、セキュリティなど、あらゆる側面で既存のシステムを凌駕する可能性を秘めてお
り、各国政府や主要企業が国家戦略レベルでの投資を加速させています。富士通もま
た、このグローバル競争の中で、長期的な成長戦略を策定し、大規模な投資を通じて技
術的リーダーシップの確立を目指しています。

主要内容

富士通株式会社は、2035年度を視野に入れた長期経営ビジョンを発表し、その中で今後
10年間でAIと量子技術を中心とする戦略的成長事業に約3兆円、米ドル換算で190億ドル
以上という巨額の投資を行う計画を明らかにしました。この大規模な資本投下は、同社
がこれらの最先端技術を将来の主要な収益源と位置付けていることを明確に示していま
す。

投資は多岐にわたり、以下の主要な戦略的目標を支えるものです。

AIソフトウェアとハードウェアの統合開発: AIの性能を最大化するためには、ソフト
ウェアアルゴリズムの革新だけでなく、それを効率的に実行する専用ハードウェア
（AIチップ、アクセラレータなど）の開発が不可欠です。富士通は、両者の統合を通
じて、最適化されたAIソリューションを提供することを目指します。

「ソブリンAI」の構築: 各国がデータの主権を重視する中、富士通は、自国のデータ
主権とセキュリティを確保しながら利用できるAI、すなわち「ソブリンAI」の開発に
注力します。これは、特定の国家や地域内でのデータ保護と信頼性を高めることを目
的としたものです。

量子技術の開発と応用: 量子コンピュータのハードウェア（超電導、光量子、アニー
リングなど）や、量子アルゴリズム、量子セキュリティといった広範な量子技術の研
究開発が投資対象となります。特に、量子技術とHPC（高性能計算）やAIとの融合に
より、新たな価値創造を目指します。

同社は、この投資と事業構造改革を通じて、2035年度までに25%から30%という高い営
業利益率の達成を目指しています。



影響と展望

富士通による3兆円規模のAIおよび量子技術への投資は、日本のテクノロジー産業、ひ
いてはグローバル市場に大きな影響を与えるでしょう。このコミットメントは、日本の
企業が最先端技術分野で国際競争力を維持・強化しようとする強い意欲を示していま
す。AIと量子技術の統合開発は、従来の計算限界を超える新しいソリューションを生み
出し、創薬、材料科学、金融、製造、交通など、広範な産業に変革をもたらす可能性が
あります。

特に「ソブリンAI」の概念は、地政学的な文脈でデータの信頼性と国家安全保障の重要
性が高まる中、重要な差別化要因となるでしょう。この戦略は、富士通が単なる技術提
供者にとどまらず、社会課題解決と国家のデジタル主権確立に貢献する企業としての役
割を強化することを目指していることを示しています。今後10年間のこの大規模な投資
が、富士通の企業価値向上と、日本および世界の技術革新にどのような具体的な成果を
もたらすか、注目されます。

元記事: https://letsdatascience.com/news/fujitsu-invests-3-trillion-yen-in-ai-and-quantum-22a3a509

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://letsdatascience.com/news/fujitsu-invests-3-trillion-yen-in-ai-and-quantum-22a3a509

